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東京電力株式会社五井火力発電所納

350′000kW日立クロスコムパウンド再熱タービン

日立工場では,このたび東京電力五井火力納6号枚,350,000kW

クロスコムパウンド再熱タービンの工場試験を完了し,官庁検査を

経て現地据付けを続行中である｡五井火力発電所ほ,本タービン,

6号機の完成によって,総計1,760,000kWとなり東京電力横須賀

火力発電所に次いでわが国第2位の発電量となる｡

本タービンはGE社が,横須賀火力発電所3号枚および4号磯に

納入したものと同一機種であり,豊富な運転実績を持つ,50c/S,

350,000kWクラスの標準枚種となるタービンである｡

図1および図2に工場試験中の本タービンを示す｡本クーピソの

おもな仕様および特長は次のとおりである｡

タ ー ビ ン形式.

1.仕 様

….クロスコムパウソド衝動rl‡熱式
4車重4流排気形(CC4IL26)

定 格 出 力‥.

回 転 数‥.

主 蒸 気 圧 力.‥

主 蒸 気 温 度.‖

再熱蒸 気温度‥.

排 気 真 空

抽 気 段 数…

タ ー

ビン段落数

350,000kW

‥ 3,000/3,000rpnl

169kg/cm2g

‥ 566℃

‥ 566℃

.722mmtIg

8段(中5段は主タービンよF)仙気

し,3段は給水ポンプ駆動用タービ

ンより抽気する｡)

最 終 段 賀 長.‥.

給水ポンプ駆動用タービン形式.

.高圧(-F】i熱前)12段
中圧(巾熱後)9段×2

低圧 5段×4

‥ 26インチ

.群旺タービン

-､転炉Tノ=‾云f琴_‾‾1■

F三‾‾--=r聖濫造還三撃警護讐宴
〟瀾‾

違っ-

:生ヱ■一蓋=:･･､弧～

彗
図1 工場試駄中の350,000kWCC4F-26一次タービン

2.特 長

本タービンは,巾熱温度を主蒸気温度と同じ566℃までLげ,燕§

効率の向ヒをはかっていることと,中辛配置をクロスコム/くウンド

形,すなわち(高圧タービン)＋(第1低圧タービン)および(中圧タ

ービン)＋(第2低圧タービン)の2軸に分け,タービン軸艮を短くす

ることによって,運転中の起動･停止,負荷変化の操作を容易にし

たことがおもな特長である｡

本タービンは,各所に最新の構造を才宋用しているが,特に人解星

轢としての特長は次のとおりである｡

(1)インサート形高圧初段巽

従来のテノンかしめ形に変わって,強度,振動上,最も安定し

たインサート形のカノミ一によって巽頂をかしめる方式をとった｡

(2)加減弁加速リレー

全負荷遮断時に,タービンの速度上昇を押さえるために,加減

弁の閉鎖を急速にする加減弁加速リレーを付加した｡

(3)クロスオーバアドミッション弁

緊急時に,背旺形給水ポンプ駆動用タービンの抽気が,主ター

ビンを過速したり,過熱したりしないように,系統にクロスオ■一

バアドミッショノ弁を付加した｡

日立製作所ほ,クロスコムパウンド形タービンの製作,運転実

続を北礎として,タンデムコムパウンド,3車妄形,TC4F-26,

350,000kWタービンの設計も完了している{つ

(日立製作所餞電車業本部)

岡2 1二場試験中の350,000kWCC4F-26二次タービン

-85-
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日立電鉄株式会社久慈浜変電所納

1′000kW シ リ コ ホ ー

シリコン整流素子の単位容量の増加,整流器の小形化をはかるた

捌こ両面放熱形のユニットセルの開発を進めてきたが,これに成功

してFOIDA形500A3,000Vのユニットセル形シリコン整流素子

の量産を開始した｡図1ほFOIDA形ユニットセルの外観である｡

ユニットセルは油浸冷却の整流器用として最適であり,この素子

を使用したシリコン整流器は次のような種々の特長を備えている｡

1･小 形 化

ユニットセルは両面放熱形のため,接合ベース間の熱抵抗を小

さくすることができ,また油浸冷却とすることにより整流素子の

冷却体を非常に小さくすることができる｡油中に発生する損失の

放熱のために適当な冷却器と組み合わせることにより整流器が小

形にでき,据付面積などの点で有利である｡

2･低 騒 音

冷却器として自冷式のものを使用すれば,騒音源としては油ポ

ンプだけとなり,非常に低騒音にすることができるので,市街地

など騒音が規制される場所への使f削･こほ有利である｡

3.腐食,塩害,汚損

主要部分を油中に浸漬し,密閉できるので,ゴミ,腐食ガスな

どの周囲条件に影響されないため,屋外全天候形として非常に適

した構造にすることができる｡

4･保 守,点 検

主要部分が油中にあるため保守,点検の手間がはぶける｡また,

整流素子の期待不良率ほ10▼Rル帥日以下であり,内部の機器を取

り出す機会はほとんどないと考えられる｡

以上のような考えに底づいて屋外納冷式のシリコホーマを製作

し,日立電鉄株式会社久慈浜変電所に納入したr〕このシリコホーマ

は図2に示すように整流器用変圧器とシリコン整流器を同一ベース

に組み合わせた全装可搬構造である｡シリコン整流器ほFOIDA形

素子を2S3-'6A構成とし,怪流素∴冷却器などに油ポンプで絶縁油

を術濁させる送油冷却方式を採用している｡図3は整流スタックを

示したもので,このスタックと高圧回路部品を油中に浸漬し,主回

路端子および故障検出装置の低圧部を上部カバーより引き出してい

る0整流器で発生する損失は剛削こ取り付けた放熱器により自然冷

却するようになっている｡整流器用変圧器ほ白冷式のため整流装置

全体として騒音が非常に小さくなっている｡久慈浜変電所は海岸に

近いため塩害などの問題が多く,端子部をブスカバーでおおって保

図1 FOIDA500A3,000Vユニットセル

図3 整流スタック

､.-

マ

図2 日立電鉄株式会社久慈浜変電所納1,000kWシリコホーマ

讃している.=､主回路配線はブスダクトにより建屋に引き込むことが

できるようになっている｡

図4はシリコン整流器に定格電流を通電したときの抽の温度上界

助線を示したもので,温度上界の時延数が非常に長く,電気鉄道負

荷のようにせん頚負荷の多い使用条件に対しては有利な特性となっ

ている｡

このシリコホーマのおもな仕様は次のとおりであるJ

(1)シリコン整流器

形 式 USOK-6ⅩR

定 格 出 力 1,000kW

走格直流電圧 600V

定格直流電流 1,667A

定 格 100%連続150%2時間 200%1分間
整 流 方 式 相聞リアクトル付二重足形

冷 却 方 式 送油白冷

(2)整流器周変圧器

形 式 SBCR-3C

巻 線 容 量 1次1,100kVA 2次1,560kVA
電 圧 1次 6.9-6.6-6.3-6.OkV

2次 542V

止格周波数 50c/S

結 線 』/大仙Y

冷 却 方 式 白 冷

(日立製作所機電事業本部)

電 温
度

施妄
こ%)(℃)

30

200 20

10010

0 0

---86-
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峠 間(ll)

図4 絶縁油の温度上昇特性
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カルサイナキルン用電気集塵装置

産業の急速な発展にともなう大友約染が社会的問題となっている

四日市地域の一画を占める石原産業株式会社四日市工場では,チタ

ン自(主成分,酸化チタン)製造過程において,カルサイナキルン

より排出される炸霧が白煙となり視界をさえぎり,近郊にかなりの

影響を及ぼしていた｡これに対して1:は製作所では同社の要請によ

りこの白煙除去のためにその性状な調布するとともにモデル装掛こ

よって煙霧の除去効果について調査した｡

その結果この白煙は

(1)前置スクラ/ミ古こより70℃まで温度降下したガスが大気に

放出される際凍結すること｡

(2)このガス中に含まれる煤塵(ばいじん)の大部分は1/∠以下

の超微粒子であること｡

がモ原閃であることをつきとめるとともに,さらに

(3)集塵モデル試験で温度降下と集腱咋利生を測止した純米,ブデ

ス温度を人気温度近くまで低‾Fさせた場合,蒸気が凝結し,これ

が煤塵の表面に吸着することにより,著L･く集塵効脱が向上する｡

これらが明らかとなった｡

これらの調査結果から同社でほ前置クーラを設けた,ミスト電気

喋腱装置の設置を決定した｡

図1に示すように同所にはカルサイナキルンが5去ら設置されてお

り,1,2号キルンは各キルンに電気集麒装置を1去§設けたが,3-～5

号キルンにほ,これら3帆ご上E気射捌き百1拭とし,碓設門の低減

ないてト1た｡,

1.仕 様

木装F琵の仕様は表1に示すとおりである｡

2.特 長

(1)ガスクーラは口立製作所円､二畑F究所が開発した=‾何軒平板式

充てん方式を採用し,圧力損失の軽減と冷却効果のIr口上を困ると

ともに,腐食を防ぐため内部にゴムライニングを施した｡

(2)電気集塵装置ほ完全屋外形で,ヘッダ部にほ煙突を直接取

り付け,煙突の建設費の低減を図った｡

(3)酸性ガスによる腐食を防ぐため,集塵器内部機器をすべて

鉛製とした｡また集塵器本附こはチタン粉体の付

着をl軌ヒし安止運転のため遠方操作水洗装置を設

けた｡

(4)特高圧がい子には,ドライ･エヤを封入し

ミストによるがい子汚染をi軌l二する構造とした｡

(5)荷電電圧制御方式に,常に高電圧を保持で

きるサイリスタ方式によるリアクトル制御方式を

採用し高効率運転を可能とした｡

(6)3号集塵装置は3炉に1基のため,炉前操

作室で各炉圧を遠方操作とし炉圧調掛こ‾支障のな

いように考慮した｡

これらの集塵装置は第1期工事としてl-1桝ロ41年

に1,2号機を,第2期工事として昭和42年に3号

棟をそれぞれ完成し本年6月全機運転にはいった｡

この結果はいずれも99.9%以上の高効率を発揮し

ており,仁1煙はまったく消え同地区の大気汚染防止

に大きな効果をあげることができた｡図2,3に本

装置の外観を示す｡

(H立製作所撥電車装本部)

表1 カ′レサイナキルン用電気集纏装置のおもな什様

キ ル ン No.

＼＼＼集迦衷直面訂
＼

什様

＼
＼
＼
＼

形

処仲 ガ

ガ ス

焦 廉

∫〔

フ､昌.

温 度

電 極

放 電

荷 電 設

集 塵 効

極

備

率

1 ぢ

1 7ブ

LO--VI)21

25,200m3/h

35℃

銃 板 製

星型鉛被覆練

24kWセレ

99%以上

No.2キルン

No.1キルン

S:スタラバ

C:クーラ

F:フアン

EP:電気集塵装置
ST:煙突

攣

◎

2 弓 3,4,5号

LO-VP21

30,200Tl13/11

35℃

鉛 板 製

星型鉛被鎧線

99%以L

J 万

l-0-VP21

:i4,20(lm3/l1

35℃

銘 板 製

足型鉛被覆線

ン整流装置

99プg以上

轡
◎

轡
◎

No.5

キ
ル

ン

No.3

キ
ノレ

ン

No.4

キ

ーJレ

ン

図1 石原産業株式会社四日市工場

カルサイナキルン用電気集巌装置系統図

図21,2号キルン用電気集塵装置 国3 3､5号キルン川電勺i喋儀装i洋

一87-
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D仙15形 日立15t積ダンプトラック

近年,建設機械の大形化や,輸送の合理化が進み,運搬機械の大

形化が要望されている｡日立15t積ダンプトラックはこうした時

代の要請にこたえて開発されたもので,試rF単による徹底した実地

試験から得たデータをもとにン岩礁した量産形標準申である｡

図1はDM15の外観である｡･本図は特に高炉さい運搬用として,

13･5m3(平積)の大形何箱を装備している｡(標準申は8.5m3)

特 長

(1)日立DM15形ダンプトラックは積載量15tの大形であり,

これによって運転者1人あたりの運搬量は飛躍的に増大

し,普通のダンプトラックと比較して申の台数および運転

者の数を半減することができる｡

(2)荷箱は高張力鋼板黎圭であり,積込時の大きな衝撃を吸収し,

ダンプ時の耐摩耗性にもすぐれており,しかも30%も軽量

化できる｡これによって雫卓電量/積載量の比は約0.95とな

り専用ダンプトラックとしては特に低い値を示している｡

(3)【-U問地での使用を考慮して,回転半径は7.9mと小さいの

で,機動性がすぐれており,これによってサイクルタイム

を大幅に短縮できる｡

(4)整備は容易にできるように設計されており,特にエンジン

ボンネットは前方に人きく問いてお声フ,エンジンの幣備ほ

容易である｡

構 造

図2に外形l乳表1にDM15-B形の仕様を示す｡

エンジンは国内向けおよび輸出向けとも,顧客の希望するメーカ

ーのものを選択して搭載できる｡機関の出力はいずれも200PSを

こえ,機関出力/横車重量の比ほ約7.OPS/tと強力である｡

フレームは大形Ⅰ形断面を有しており,悪路での走行や,積込時

の衝撃に十分耐えるようになっている｡

後車軸の両端にはプラネタリーギヤを配置し,最終的に減速して

おり,このため駆動系は高速回転によって大きな動力を伝えること

ができる｡

運転室は1人乗りで,その屏住性にほ特に留意して設計されてお

り,広い視界と最適の座席によって長時間の運転も安全に楽にでき

るようになっている｡鴨川用としては左ハンドルにもできる｡

(R立製作所交通事業部)

3,000

闘
E]

萄◎ 由■感

2,100-

1.960

形

図1 日立DM15形ダンプトラック

(13.5M3大形荷箱付)

蓑1DM15-B形ダンプトラック標準仕様

式

蚤
度
径
力
度
度

朋
速
朋
能
絹
硝

能
大
高
咋
坂
ノ
ン

.
ハ
+

最
最
R
収
碓
ダ
ダ

生

.箔
ノ亡

不言f和 平手 口:

娃 員

仲‡(･下†.1二

総 巾 .

形 式

方 式

シリンダー配列

正 格 出 力

ト ランス ミ ッショ ン

方 式

段数前進/後進

中軸終減速機

アクスル(前輪)

アクスル(後輪)

タイヤ(前輪)

タイヤ(後輪)
十スペンショ ン

(前･後輪とも)

ノインフレーム

かじ取り装置

ブレーキ装置

何 箱

タンフ鵜匠

単 位

仲

β

k
g
k
m
m
･
弧
度
S
e
｡
S
e
｡
が

名

kg

kg

PS/rpm

日 立DM151B

15,000

38.3

7.9

0.290

70

上 昇 約15

‾F 降 約10

平 椚 8.5

1

約14,355

約29,410

6DBlOAT

水冷サイクル

(三菱製)

(ターボチャジャ付)

6シリンダー直列

200/2,100

選択しゅう動式

5/1

スパイラルべべルおよびプラネタリーギヤ

辿エリオット形

バンジョー形全浮動式

14.00-24

14.00--24

半ダ円重ね板ばね両端しゅう動式ラジアスロ
ド付

Ⅰ形断面 梯子形

ポールスクリュー式,パワステアリソグ付

空気ブレーキ

高張力鋼板張

3段伸単筒復勅式 (ギヤポンプ付)

--一一6､8JO

⊂⊃

N

l

＼

1山＼
uJ‾▼

J/1＼＼＼

だ
N

70/二

‡･･

上

0

f

l‾+【‾¶-▲-1-
0

轡-- ヨ､､､＼＼
＼ノノ l

⊂=〉

図21二ほDM15形ダンプトラック外形同
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スカイアルミニウム株式会社深谷工場納

7.5tx20mアルミニウム合金製天井クレーン

航空機の機体構造には,古くからアルミニウム合金が使用されて

いるが,最近では,鉄道車両,船舶の構造の一瓢橋りょう,建築

の分野にも横極的に採り入れられ,軽量で強く,耐食性がありしか

も塗装をしなくても失しいという特艮が生かされている口

一方,荷役運搬機械においても,軽量,高速,高能率で維持費の

安いクレーンの要求をみたすために,アルミニウム合金の使用が検

討されてきた｡

日立製作所においては,アルミニウム合金製クレーンの設計製作

に必要な完全な資料を得るために,実験研究を続け,(本誌第45巻

第12号(昭38･12)参照),このたびスカイアルミニウム株式会社よ

り7.5tアルミニウム合金製天井クレーンを受注し軌別ヒした0

本クレーンは,スカイア′レミニウム株式会社深作工掛こおいて,

好調に稼動中である｡

1.仕 様

式
垂

程

ソ

度
怯
僅

什何

速

速

速

○ヽ

ノ

格

上

行
行

形

定
揚

ス

巻

併
走

OT-CH

‥ 7.5t

…12.5m

‥
20m

lOm/min

40m/min

100m/min

2.特 長

(1)電気品,機械品およびクラナフレームを除き,すべて耐食

アルミニウム合金製であり,ガーダー,サドルなどの主要

部材には,JIS耐食アルミニウム合金第7種を用いた｡お

もな規格値は次のとおりである｡(JISH4104A2P7-0)

引張威さ.…

伸 び‖‥

比 重.‥.

(2)ガーダーは,

.27一～35kg/mm2
耐力‥‖‥13kg/mm2以上

.‥18%以上
縦弾性係数…7,250kg/mm2

‥ 2.66

穴あきトーションボックスタイプで,材料が

経済的に使用されているとともに,軽量化されている○

(3)運転宅,はしご,手すりなどもアルミニウム合金製で,外

観が美しい｡

(4)走行装置はガーダー内部におさめられているので,ガータ

ー上面が歩道を兼用でき,従来のように,歩道をガーダー

全長にわたって張り出す必要がなくなり,軽量になった｡

(5)運転室外板,カバー類の薄板接合には,一部アルミニウム

製リベットを用いたが,主要部材は全溶接製であるので,

溶接ひずみを少なくするため曲げ加工を採用することによ

り溶接線を短くし,正確な寸法を得た｡

(6)アルミニウムと鉄との間は電食を防ぐ設計とし,信瞭性を

高めている｡

(7)透明ラッカー塗とし,アルミニウムの糞しい地肌を残した〔

(8)製作において溶接はアルミ専門工場において行ない,作業

中の鉄粉混入による欠陥を防いだ｡また,Ⅹ線などによる

検査が確実に行なわれ,信煩性を高めている｡

(9)溶接はすべてJISZ3811｢アルミニウム溶接技量検定にお

ける試験方法ならびにその判定基準+に基づく国家検定試

験合格者によって行なわれた｡

このクレーンの_車量を,従来のような,鋼構造で製作した場合と

図17.5tx20mアルミニウム合金製天井クレーソ

図2 工場製作中のアルミニウム合金製天井クレーン

比べると,クレーン全体の重量で約40%減,クレーン輸垂で約15%

減という結果を得たし-)このようにアルミニウム合金をクレーン構造

物に採用することにより,大幅な屯量低減ができるが,一方ではア

ルミニウム合金溶接構造物の疲労強度と許容応力の問題,材料費,

アルミ溶接技術とコストの問題などの制約もあるので,今後,次の

ような用途のクレーンのアルミニウム合金化が,期待されている｡

(1)クレーン輪垂を特に小さくしたいとき,すなわち建築物の

コストを低減したり,既存クレーンの容量を上げたいとき

など｡

(2)クレーンの自重が構造上重要なとき,すなわち長いスパン

のとき,一人きいブームを使用するとき,移設運搬を容易に

したいときなど｡

(3)アルミニウム合金の化学礼物理的性円(耐食性,非敵性,

耐利生など)を利用するとき｡

なお,本クレーンの製作にあたり,日立製作所では,3ト～200t

のアルミニウム合金製の普通形天井クレーンについて,東京労働基

準局より東京第1号1の2として,製造認可を受けた()

(日立製作所機電事業本部)
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オーストラリア国･CO仙ALCO納

スタ ッ カおよびシップローダ

オーストラリア国･COMALCO(Common Wealth Aluminiu皿

Corporation)納900t/hスタッカおよぴ3,000t/bシップローダが

このほど現地据付を完了し,好調に稼動している｡

オーストラリアにほIilヰハマスレー鉱山に鉄鉱石i馴旨用スタッ

カ,シップローダ,カーダンパを納入し好評を博しているが,これ

に引き続いてハマスレーと姉妹会社ともいうべきCOMALCOにボ

ーキサイト積出設備を納入したもので,この種の運搬機械の輸出実
績は内外から高く評価されている｡

本棟は,アルミニウム原鉱であるボーキサイトのヤード横付けお

よび船への積込用に使用されるもので,いずれも将来は能力を増敬

する計画で,スタッカは1,800t/h,シップローダは4,500t/hにな

る予定である｡

スタッカほ旋即l仁径40mに達するもので,ブームなどの主要隅

道都にはすべてプレート構造を採用している｡

木椀ほ走行,旋回,腑仰運動が可能で,それぞれ各種の自動運転

が可能であり,人的資源のとほしい現地刺青は十分考慮されている｡

旋回運動ほポータル上に設けられた複列式ポールレースを介して

ブーム本体のみを駆動する方式で,従来の上部鉄骨全体を旋回させ

る方式に比べて,所変動力が少なく軽快に運転できる｡

傭仰装置はドラムによってロープの巻取り巻ほぐしでブームを上

下に運動させる方式で,この機械巷§置ほブーム後部に配置されバラ

ンスウエートも兼ねている｡

走行は4脚の申輪を2台の電動機で駆動する方式となっている｡

また機体への給電にほ平形ケーブルを他用したケーブル進取式を採

用している｡

シップローダは上部マストに3木柱を採用しており,トリッパガ

ーダはテンショソバーでつった方式でいずれも韓量な構造となって

いる｡

ブーム先端粧は船の大きさや位置に応じてボーキサイトの積込む

流れを自由に変えることのできるトリミソグシュートをそなえてい

る｡運転室は視野の広いマスト上部に配置され,運転を容易にして

いる｡

スタッカ,シップローダの機械装置はできるだけ互換性があるよ

うに設計されているので,際､1:上非常に便利になっている｡

主要鉄骨部材には塩割こよる腐食を考慮して,あらかじめ腐食代

をつけたものになっている｡

軍司ヨ

図1 900t/h ス タ ッ カ

ベルトコンベヤのシュート,スカートまわりには荷こぼれに対し

て特別なユニ夫がなされており,ベルトが蛇行あるいはスリップした

場合,運放物がシュートに詰まった場合は自動的にこれを検出して

ベルトコン/ミヤを停止させるなど安全運転には万全を期している(二〕

そのほかベルトコンベヤ速度は将来の能力捌卿キには約27()n-/

minに達するなど江口すべき点が多い｡

お も な仕様

(り 900†/hスタッカ

取 扱 物 ボーキサイト

能 力 当初900t/h†子来1,800t/1-

旋 何 半 径 132ft

旋 阿 稚 L川 220∩

径 IJjJ 40ft

走行 レール 1071bs/yd

ブームコンベヤ 幅42in 速度450ft/min

僻 仰 25ft/min

旋 回 0.1/0.2rpm

走 行 75/37.5ft/min

ケーブル巻取 2組

稽 源 415V 50c/s

(2)3′000†/hシップローダ

取 扱 物 ボーキサイト

能 力 当初3,000t/11相来4,500t/h

旋 回Jド 径 92ft

旋 回 範 P円 150∩

行 川 40ft

走行 レール 1071l〕S/yd

ブームコンベヤ 幅60in 速度600ft/min

僻 仰 25ft/min

旋 回 0.1/0.2rpm

走 行 75/37.5ft/nlin

ケーブ′レ巻取 2組

電 源 415V 50c/s

(口立製作所機電事業本部)

〆

l!

図2 3,000t/hシッ プロ ー ダ
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大 阪 市 柴 島 浄 水 場 納

日 立 消 石 灰 注 入 装 置

大阪巾柴島浄水場び)椚石灰f‾巨人澱節ほ受入から注入までを完全に

機械化しており,全搬送路を密閉構造とし,貯蔵槽には乾燥窄気を

送って消石灰の湿潤を防いでいる｡

自動的に行なわれる｡

1.仕

表1に示すとおりである｡

各薬指機ホッパまでの搬送は,

棟

2.特 長

(1)消石沢の搬入

(a)袋の積み換え,移し換えが不要

消石灰の搬入ほ,タンクローリ申にてバラ横輸送してく

るので,従来のように,トラックから倉樟へ移し換える手

間がかからない(〕

(b)紛擾(じん)が立たない

解袋作業がないので,解袋時の粉.!三如ミ飛散しない｡

(2)消石灰の貯蔵

(a)敷地面枯の減少

サイロに貯蔵するガ臼こほ,倉蛙に横上け保存するのに比

べて倣他州研が約%ですむ｡

(b)粉体の掛悶匝1形化がない

サイロに貯蔵すると,粉体ほサイロ上部よりほいり下部

より取り出されるので,古い粉体が残ることがない｡

(c)粉体の湿潤防l卜装F琵

サイロに佗燥せと瑞を吹き込み梶澗肋【二させている｡

(d)粉休の架橋防止装置

サイロ下部に乾燥臣節空気を吹き込み架橋を防tヒする｡

肝新平気の吹き込みほ,サイロ下部粉体取仕ル柑ロータリ

弁と連動させ,余分の空気を吹き込むことなく,空気圧縮

磯の負荷の軽減を岡っている｡.

(3)輸送装置の機械化

サイロより各薬王■E幾ホッパまでの輸送装F筐として,各種コンベ

ヤを使用し,帝閉構造としているこ.

(4)逆転の口勧化

各牌が乍にならないようにシーケンス制御を?fない,逆転を当主

巾管月し与方式としているしJ

3.運 転 実 績

本装置は41年8月より運転を開始しており,当初から計画どお

りの性能を示している｡

(R立製作所 撤′i宣弓手業本部)

図1 第1系統ホ灰抹人設備

表1

ロカ
種

ヤ
槽
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槽
ヤ
機
槽
プ

プ
機
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他

パ

パ

バ

ン
ソ
締
装
盤

コ
蔵
コ
配
コ
見
解
ポ
ポ
圧

人

出

配

水
人
気
湿
作

受
貯
取
分
分
計
溶
給
荘
重
除
操

第1石灰注入系統

川
柑
b
帽
b
台
個
台
台
台
台
式

別
深
山
㌣
4
2
4
1
1
1

00

5

15t/h

!_ぞ竺空撃

115m3×2韮

4t/b

5m3×1基

4t/b

3 台

3 個

2 台

3 台

1 台

1 台

1 式

コンベヤ3台にて構成

コンベヤ2台iこて構成

蝉賢一---
雪⊃

⊃ざ･

■_亘≡

図2 計量機ニトソパーおよび分配コンペヤ

図3.汁星械および桁解槽
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自動車排気処理用空気ポンプ

アメリカで販売される1968年形以降の大部分の日動車は,排気

中の一酸化炭素および炭化水素を一定値以下におさえねばならぬこ

とになった｡これに対応するために開発された装置が空気噴射装置

であり,この装置には主要部品として空気を自動車の排気マニホー

ルド内に噴射するための空気ポンプを必要とする｡この要求に応

じて,このたび二種棋の容量の異なる空気ポンプを開発した｡図1

にECP200形とAPIF形の外観を示す｡

1.空気噴射装置の概要

空包も噴射方式とは,エンジン燃焼室から排気マニホールドに排出

された末燃焼の炭化水素および一酸化炭素に,空気ポンプから適量

の空気を供給し,これを無炎酸化させて炭酸ガスに変換させる方式

のことである｡この空気ポンプほエンジンによりベルト駆動され,

エアフィルタでろ過された空気を圧縮して噴射ノズルから排気マニ

ホールド内に噴射する｡

この空気ポンプには,付属/ミルブとして,排気ガスがポンプ内部

へ逆流するのを防止するチェックバルブと,エンジン減速時のバッ

クファイアを防1上するアンチバックファイア/ミルブとを備えて

いる｡

2.おもな特長および用途

日立空気ポンプにほ,ECP200形とAPIF形の容量の異なる二種

類がある｡これら空気ポンプのおもな特長は,次のとおりである｡

(1)ポンプの構造としては,半関節式のベーンポンプ(Semト

ArticulatedVanePump)を採用したので,比較的小形で

所要の流量,吐出圧を得ることができる｡

(2)べ-ンには合成樹脂を使用し,べ-ソとロータとの気密部

にはカーボンを使用しているので,ポンプ内部ほ無潤滑で

よい｡

(3)ロータ,ハウジング,およびベーンの材質には,熱的条件

を考慮して最適の組合せを選んだ結果,熱的条件に左右さ

れることなく,常に高い体積効率を得ることができる｡

(4)エンジン装着時には,耐熱性にすぐれた逆流防止のチェッ

クバルブを併用して,高温排気ガスのポンプ内部への逆流

を防止することができる｡

(5)エンジン装着時には,エンジンの吸入負圧によって作動す

るバックファイア防LLのバルブを併用して,申の運転性能

の低下を防.l_Lすることができる｡

この空気ポンプは,前述の空気噴射装置用の主要部品として対米

輸出車に装着されるとともに,イギリスよりアメリカへ輪Hする自

動車装着用としてイギリスへの輸出も開始された｡

3.おもな仕様と寸法

表1におもな仕様を示す｡また図2(a)にECP200形空包もポン

プ,図2(b)にAPIF形空気ポンプの寸法図を示す｡

4.特 性

図3(a)にECP200形,図3(b)にAPIF形空気ポンプの,空気

流量と吐出圧力の関係を示す｡

(日立製作所 日動申機器事業部)

表1 お も な 仕 様

形 式 (a)ECP200 (b)APIF

理論吸入空気量 190cc/rev 140cc/rev

重 量 3kg

構 造 半関節式3枚羽択

2kg

半関節式2枚羽根

最大許容回転数 連 続 5,000rpm 短時間 7,000rpm

使 用 軸 受

潤 滑 方 式

ボールペアリングおよびニードルベアリング

グリース封入式

ロ
ー

タ
ー材質

べ -

ソ 材 質

鋳 鉄

プ ラ ス チ ック 板

漂琶〉こ⊂･i一意軌

-‾≡準､宗

1.0

〈亡Hモ∽∈)

瑠
確
こ
小
即
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囲1 空気ポンプ外観
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図2 空気ポンプ寸法図
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日 立 フ ァ ミ

昨年,家庭用貯湯式石油温水器｢日立ファミリーーポイラ_lBO--

151,BO一-155形を開発し発売したが,今回,これに改良を加えた新

機種として,BO-157形を開発した｡

l一二l立ファミリーボイラは一般家庭におけるセントラルヒーティン

グ川ボイラとして,子†所,洗面所,汀i槽,シャリーー,洗膵機など/､

の給以心よび脱水暖房臥 絹喋ポノプなどの組介せによる温水暖房

々テナなうことを川二1勺としているっ

!】iエフアミリーーーボイラBO-157形ほ口:.二川■こ独酌こ開発した■副生

能の特殊ポ･ソト形/∴ナを使用し,着火ヒータによる自動着火方式

をとりいれ,さらに,着火,i門火時にほ納品および送風を制御する

1二!動タイムスイヅチ糾ノ1威した厳制胤軋方式の貯拐式了刊壬】温水旨≡卜仁■

あろ｡

以‾‾F,その構造,什ヰ卦】一∴亡び特長に/ついて概要なi淡明する｡

l.構 造

図1に口二itファミリーボイラRO-157形を示す′+図2はその構

造図である｡.‾F部にバーナを,上部に水管式熱交換器を配置し,下

部側面に送風機,油量調整器および着火トランフ､を設けてある｢ノノニ

ーナの油流入口にほ着火ヒークを設け,上部キャビネットにほ運転

スイッチ,タイムスイヅチ,温度調節器を一個所にまとめたパネル

を設けて運転操作が容易にできるようにしてある｡.燃焼排気ガスほ

上部の排気筒取付部に接続する排気筒から排気される｡上部キャビ

ネットにはのぞき窓があり,熱交換器の内部および燃焼状態が容易

に観察できるようになっている｡油量調整器とバーナとの間の送仙

管は下部キャビネットの外部に設けた油継手で接続してあるぴ)で保

守が容易にできる｡

2.仕 様

表1に日立ファミリーボイラの主要tL:様を示す｡BO-157形の熱

出力は15,000kcal/h,貯湯量は100Jである｡/ミーナは日立独自の

蒸発式ポット形バーナで,定常燃焼および種火燃焼ともにすぐれた

性能を発揮し,電圧,気温,油量の変動に対する許容範囲が大きく

･なっているので安定した燃焼状態を得ることができる｡着火ほ着火

ヒーータによる自動着火であり,運転スイッチとタイムスイッチの操

作のみで,自動的に油量が制御され,着火およぴバーナの予熱が確

実にできる｡また,消火時においてもバーナ内の油が完全に燃焼し

たのち自動的に送風機の運転が停止するようになっている｡運転は

温度調節器と油量調整器のrF二用にエり,自動断続運転が行なわれる｡

3.特 長

(1)燃料にほ自灯油糾机､るので経済的てある∴,

(2)着火ヒ一夕,自動タイムスイッナの作用で着火心よび打j火

(3)

(4)

(5)

(6)

の操作が容易にできる｡

バーナは高性能の特殊ポット形バーナであるから安定した

燃焼を行なうことができる｡

油量調整器および温度調節器によ′,て運転ほl`‡動的に制御

されるので安全である.｡

貯潟量は100/あり,一一時に多量のお拐を陸川できる｢,

排気筒取イ､J満;,柚継子二†ゴ+Lぴのぞき窓などが付いている〟)

亡,保ノ､一J:が′搾妨であ石)｡

(｢‾l立製作仰′家電事業部)
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日立∪仙Qt20形鋼材焼入深度測定装置

本装置は,鋼材の焼入深さ,炭素含有量,熱処理条件の違いなど

を非破壊測定するものである｡従来この種の測定には,切断試験,

化学分析,火花試験,硬度検査などかなり不便な方法がとられてい

たが,本装置の使用により,今までの難ノ烹カ∴▲掃され,作業能率の

向_L,経費の節減がLズ】られる-/さ仁ノに乍数横森が･-†能となるのイニー,

瓜ノ‾Jなぶ償保証な子fなうこと力･∵∴㌣ろっ

測 定 原 ≡哩

1.焼入深さ測定の場合

鋼材ほ,図2のような磁気特性を有するカ＼種々の磁気最のうち

保磁力仇ほ,鋼材の硬度と密接な関係があるっ 特に焼入れ前後に

おいては,鋼材の表面硬度は,著しく変化し,これにともない,保

磁力も大幅に変化するっ したがって,図3のように,鋼材の蓑耐こ

電磁石(検出器)をおき,励磁電流J′,ヱを十分に流すと,図4のよう

に,磁路模型として,検出器も含めた永久磁石が形成される一つ次に

肋磁電流の方向を変え,これらの永久磁石の磁束が,ゼロになるよ

うに電流ムを流すと,永久磁石の起磁力と,外部より加えた超磁力

は-1F衡し,次式が得られる｡

凡=〟･エこ2〟｡2･J2＋(〃り･J.-ト耗3･J3) ｢1)

Ⅳ:電磁石(検出器)コイルの巻数

J｡:励 磁 ′竜 流

〟り:電磁石の促磁力

f乙2:焼入硬化部の保磁力

枕3:焼きのはいらない深部の保磁力

ん:電磁石の磁路長さ

/2:焼入硬化部の磁路長さ

J3:焼きのほいらない深部の磁路長さ

本装置で測定するのは,このダニⅣ･ムで,この他は,焼入硬化部

の深さJ2の関数となり図5が得られる｡したが/つて,このグラフエ

リ,舛易に焼人深さを知ることができる｡

2.炭素含有量の測定および熱処理条件判別の場合

この場合は,被検査材料は均質とみなせるので,上記の焼入硬化

部の存在しない場合に相当し,(1)式で,J2=0とおけば,

凡=Ⅳ･ム=筏1･ん十残3･J3
‥(2)

ここで,仇1,ん,J3は電磁石により定まる定数のため,測定値凡は

被検査材料の保磁力〃{8に比例することになる｡このガ絹は熱処理

条件の等しい低炭素鋼では炭素含有量と比例関係にあり,また同一-▲

鋼種にあっては,熱処理条件と密接な関係がある｡したがって,

凡の測定により,炭素含有量の測定や,熱処樺条件の判別を行なう

ことができる｡
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1.本 体 仕

測滝範囲

測定精度

測二道確度

操作′占原

寸 法

壷 量

図1 鮨 車 の 測 定 例

標 準 仕 様

棟

0～20mm(ⅩUM-A形検出器使用)

±2%

±10クg

lOO七10V,50/60c/s

600×300×440mm

約30kg

2.検出器仕様

ⅩUM-A形,150×114×90mm,4.5kg

q､20mmの底深度測定用ロール,シャフトなどの高周波

焼入れから,シ17ワー焼入れにいたるまで伸肝一亡きる｡

ⅩUM--B形,108)く111×72nlm,1.5kg

O～10111nlよで測1Eできる---▲般川で,浸炭焼入れ,高周波

焼入れ,カーーボン量の測起,異材の判別など広範な用途を

にもっいる｡

XUM-C形,90×153×84mm,2.Okg

O～5mmの一般用で掛こモジュール12mm以_との歯車の

測定に便利である｡

このほか,各種の用途に応じて,

いる｡

/-

′一lい】

ー､一＼ヾ

′繁玖※ 葬放牧
川∠1 h削外枠竹

【 94-Ⅶ

それぞれの検出器が用意されて

(日立製作所計測器事業部)
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